文 反戦 カフ ェ 「 現 史 」 侵攻 初期 の ロン ア 軍 の 侵入 
ウクライナ 全土 が 攻撃 の 対象 に な っ た 


全 人 9⑨ チ ェ ル ノ 
es 地 吉 ブイ リ 


ーー ィ 


っ ハ 


eg 


織 壇 本 する 人 い 


(出所 ) ウ クラフ イナ 国防 省 、 セ ンタ ー・ フ ォ ー・ イ ン フ ォ メ ー ン ヨン ・ レ ジリ エン ス 


⑨2022.2.21 ン 24 の 主 な 出来 事 


・ 2/21 ブー チン 大 統領 が 、 ウクライナ 東部 で 親 ロシア 派 
組織 が 名 乗る 「 ド ネツ ク 人 民 共 和 国 」 と 「 ル ガン スク 
人 民 共 和 国 」 の 独立 承認 の 大 統領 令 に 賭 名 
文 ブ ー チ ン 「 国 民 へ 向け て の ビデ オメ ッ セ ー ジ 」 
・ 2/23 ウクライナ 全土 に 非常 事態 宣言 
・ 2/24 ブー チン 氏 が ウクライナ 東部 で の 「 特 別 な 軍事 作 
戦 」 の 実施 を 発表 
廊 ブ ー チ ン 「 国 民 へ 向け て の 演説 」 
首都 キー ウ な ど へ の ミサ イル 攻撃 や 空爆 開始 
ロシア 軍 が チェ ル ノ ブ イリ 原発 を 占拠 
ロシア 各地 で 反戦 デモ が 発生 し 、 拘束 者 が 相次ぐ 
ゼ レ ンス キー 大 統領 が 戦時 体制 導入 を 宣言 


⑨2/25<3/3 の 主 な 出来 事 


・ 2/25 国連 安保 理 で ロン シア 非 難 決議 を 採決 、 ロ シア 拒否 権 行使 
・ 2/26 EU と 米 英 等 が 国際 送金 シス テム を 担う SWIFT( 国 債 銀行 間 
通信 協会 ) か ら ロ シア の 銀行 を 締め 出す 制裁 で 合意 
※ ロ シア 国営 通信 が 、 “2 日 間 で 勝利 を 見 込ん だ 予定 稿 "を 
誤 送 信 。 す ぐ 削 除 

・ 2/27 プー チン 氏 が 核 を 含め た 戦力 を 「 特 別 態勢 」 に する よう 命令 
・ 2/28 ベラ ルー シ の ホメ リ 地 方 で 1 回 目 の 停戦 協議 
・ 3/1 ロシア 軍 が ハル キ ウ 市 中 心 部 や キー ウ の テレ ビ 塔 を 攻撃 


・ 3/3 国際 パラ リン ピッ ク 委 員 会 が 、 翌 日 開幕 の 北京 冬季 大 会 に 
ロシア と ベラ ルー シン 選手 の 参加 を 認め な いこ と を 決定 


SWIFT を 使っ た 国際 送 演 の イメ ー ジ 
中継 ( コ ルレ ス ) 契 約 


大 手 銀行 A ズ スベ ル バ ン ク 
(中 継 銀 行 な ど ( 中 継 銀行 ) 


中 小 ーII ニ 
ems 


国 内 


ロン ア の 
中 小 銀行 受 


事務 の 受託 | | 中 小 銀行 へ の 
っ Eb 潜行 へ の 送金 電文 の 発信 の 
人 送 生 | この || 日 拓夫 | 震 人 如 加 


机 日 座 振替 # ポ 
手続 さき ・ 受け付け 大 手 ズ ベ ル 
中 小 っ 隊 寺 バン ク 

。 。 銀行 ” 銀行 A|| 衣 行 A な と 


SWIFT メ ッ セ ー ジ ンー 
追 断 な ら 資金 の や り 
SWIFT の ネッ トワ ー ク 得 MMEaxk ん A 


コル レス 契約 / コ ルレ ス 銀 行 


外国 へ の 送金 な ど 国 を また が っ た 「 外 国 為替 」 で は 、 日 本 銀行 の 役割 を し 
て くれ る 中 天 銀 行 の よう な 組織 が な い 。 和 
そこ で 、 国 際 為 替 業務 を 行う 銀行 で は 、 各 銀行 同士 で 個別 に 契約 を 結び 、 
ひと つ 消 引 方 法 を 決め て しい る 。 こ の 美 各 コル レス 終 _ 
(Correspondent Agreement) 」 と 言い 、 その 契約 を 結ん だ 相手 先 銀行 を 、 

「 コ ルレ ス 銀 行 」 ま た は 「 コ ルレ ス 先 」 と 言う 。 

「 外 国 為替 」 の 決済 で は 、 海 外 の 銀行 に 預金 口座 を 開設 する こと が 必要 で 、 
その ロ 記 に 入出 金 (資金 の 振り 午 え ) を 用 うこ と で 2 済 する 、 

し か し 、 銀行 顧客 の 送金 先 が す べ て コル レス 銀行 と は 限ら ず 、 ひ と つの 銀 
行 が すべ て の 海外 銀行 に 口座 を 開設 する こと は 、 現 実 的 に 難し いも の 。 
そこ で 各 銀 行 は 、 海 外 と の 送金 取引 に お いて 送金 先 銀行 が 自 行 の コル レ 
ス 先 で な い 場 合 、 そ の 銀行 と 取引 の ある コル レス 銀行 に 送金 指示 を 出し て 、 
間接 的 に 送金 を 行っ て いる 。 


米ドル の 主 な コル レス 銀行 と し て は シテ ィ バ ンク 、JP モ ル ガ ン ・ チ ェ ー ス が 挙 


げ ら れ 、 ユ ー ロ の な コル レス 銀行 と し と は ドイ ツ 銀行 が 。 日 本 で は 三 


行 が コル レス 銀行 と な っ て いる 。 


停戦 協議 の 争点 


の 要望 


ワン タラ イナ 


ー @ ウクライナ の 「 中 立 化 
@ 尋 時 停戦 (NATO に 加盟 し な いこ と ) 


⑨ am ⑯ ウクライナ の 「 非 軍事 化 」 
@⑯ クリ ミア 半島 の 返 本 @ ウクライナ の 「 非 ナチ 化 」 


英紙 フィ ナン シャ ル ・ タ イム ズ の 報道 [ 


交渉 の ポイ ント 
時 重 亜 頂 目 は ウクライナ の 「 中 立 化 


キー ウ の テレ ビ 塔 攻撃 (近く に ホロ コー スト 追悼 施設 あり ) 


] 
i 
リ 
# 
| 


チェ ル ノ ブ イリ 原発 の 占拠 (19s6.4.26 に 4 号 炉 の 暴走 事故 爆発 。 
残り 3 基 は その 後 も 稼働 。3 号 炉 は 2000.12 ま で 稼働 し た ) 


うら チェル ノ プイ 0 蘭 上 人 質 に 


チェ ル ノ ブ イリ 原発 3/21 の 報道 (作業 は 廃 炉 と 石 管 理 。 
作業 員 は 家族 と と も に スラ ブチ ッ チ と いう 町 に 住む 。 人 口 25,.000 人 ) 


月 24 BMW 


⑨2022.3.4 3.10 の 主 な 出来 事 


・ 3/4 ロシア 軍 が 南部 ヘル ソン を 制圧 
・ ベ ラル ー シ 西 部 で 2 回 目 の 停戦 協議 。「 人 道 回 廊 」 の 
設置 で 合意 
・ ロ シア 軍 が 南東 部 の ザ ポ リー ジャ 原発 を 攻撃 
・ ロ シア で !「 偽 情報 を 流し た 」 と 当局 が みな し た 記者 ら に 
最大 15 年 の 禁 銅 刑 を 科す 改正 法 が 成立 


・ 3/6 ロシア 軍 が ハル キ ウ の 核 研究 施設 を 攻撃 
・ 3/7 ベラ ルー シ 西 部 で 3 回 目 の 停戦 協議 


・ 3/10 ロシア と ウクライナ の 外相 が トル コ で 会 談 


ザ ポ リー ジャ 原発 (6 基 あ り 、 ウ クラ イナ の 電力 の 1/5 以 上 を 供給 ) 


ウクライナ の 原子 力 発電 所 分 布 図 (チェ ル ノ ブイ リ も 含め 5 か 所 ) 
上 較 ウクライナ の 原子 力 発電 所 


ら 12 マ イル ( 約 19km) 、 
チェ ル ノ ブ イリ 4 1 マイ ル ( 約 130k) 


ロブ ノ る % 
Rivne NPP 


下記 両 州 東部 の 一 和 部 で 、 

新 ロ シア 派 が 支配 する 

「 ド ネツ ンク 人 民 共 和 国 」 
ーー 


s Main-office.NN NNEGC-ENERGOATOM 


ー ツ yort or NPP キエフ 


の 8 万 kW が 運転 中 1 South Ukraine'NP 
の 原子 力 発電 国 2 南 ウ クラ イナ 。 Mykolayiy 


ノ 54963 
戸 は 全て ロシア 製 


@ vVER 1000 フ メル ニ ツ 呈 = < - 
ンー り ー ツ キ 3 号 機 の 利 進捗 率 :7596 ト 
の 四 在 人 衝 の 本 の の 動向 2021”) 


: 2020 > 至 信 ( 出 映 Nuclear Power Eshmates for the Period up 


時 性 物 算 セシウム コロ ラフ に よる 
チェ ルン ブイ リ 原 発 周 婦 の 土 茸 汚染 


1989 年 未 測定 
ロシア 


= コリ ヨ , 


胃 還 づ . フー- 1 . ら 5 還 呈 1 王 ら ーー らら . ら 
還 較 らら . ら ー- 148 症 呈 | コビー- づ プロ 
(1 平方 キロ 当たり 、 万 デ ガ ベク レル) 


⑨2022.3.11 ン 3.31 の 出来 事 


*3/11 米国 が ロシア の 賞 易 面 の 「 最 恵 国 待遇 」 撤 廃 を 表明 。 
日 欧 も 追随 


・ 14 ロシア 国営 テレ ビ の 編集 者 が 生放送 で 「 戦 争 反対 」 を 訴え 


・16 ゼ レ ンス キー 氏 が 米 議 会 で オン ライ ン 演 説 。 米国 は 軍事 
支援 追加 を 表明 。 (日 本 で の 国会 演説 は 、3/23) 


・ 18 ロン ア 軍 が マリ ウ ポ ボリ の 避難 所 と な っ て いる 劇場 を 空爆 


・ 29 トル コ で 5 回 目 の 停戦 協議 。 
ウクライナ 側 は 軍事 同盟 に 入ら な い 代 わり に 、 自国 の 
婦 全 保障 に 関す る 国際 条約 の 締結 を 提案 。 
ロシア 側 は キー ウ 等 へ の 攻撃 を 「 劇 的 に 減ら す 」 と 表明 


4 


3/14 ロシア 国営 テレ ビ で 、 反戦 を 訴え る オフ シャ ン ニ コワ 


Wi BA 計 / 


SIANS A 9AIMST W4A 


空 井 され た マリ ウ ボ リ の 劇場 


16 


「 ロン ア 軍 キエフ まで 32km[ に こ 」 の 報道 


ーー ト | 
| 用 


共同 通信 ニュ ー ス 回 99 


ロシア 車 、 首 都 キ エフ に 迫る 
ロシア 車 、 ウ クラ イナ 全都 エ フ ま で 

| 3 2 キロ に 。 洲 CNN。 戦利 で 侵入 計 
固 か 。 評 サ イル 攻撃 再開 。 


( ワ 


14『/13f 


レス トラ 9 ン 便 
LTL 
料 記 邊 


ゲイ ニッ ゲ 


し 


ロシア 軍 、 首 都 キ ー ウ (キエフ ) へ 迫る 
と E ドニ プロ ー 川 


キー ウ @ 
ウクライナ 


較 二 、 呈 クリ ミア 上 返 


Google 


ボリ スピ ビリ 国際 空港 
5km 
一 監 報告 され て いる ロシア 軍 の 侵攻 経路 
BlBIC 


(参考 ) 事 前 に 予測 され て いた ロシア 軍 の 侵攻 経路 
考え られ る ロシア 軍 の 侵攻 の 動き 


ベラ ルー 


ロジ シア 


シン ジジ リッ” 攻 三 sg ラ 2MM 


還 還 親 口 浜 が ho と と ルン ん 
支配 60 機 以上 の ヘリ 

コブ プター が 並ぶ 

( 注 /CSIS の リボ ポー ト な ど を も と に 作成 


⑨2022 年 4 月 5 月 の 主 な 出来 事 
・ 4/2 ウクライナ 側が キー ウ 州 全域 が 「 解 放さ れ た 」 と 表明 


・ 3 キー ウ 近 郊 の ブチ ャ な ど で 民 間 人 の 殺 害 が 判明 し 、 


ゼ レ ンス キー 氏 が 「 ジ ェ ノ サイ ド だ 」 と 非難 


・ 21 ショ イグ 国防 相 が マリ ウ ポ ボリ を 共 握 し た と ブー チン 氏 に 報告 。 
ブー チン 氏 、 製 鉄 所 「 ア ゾ フ ス ター リ 」 へ の 攻撃 の 中 止 と 封鎖 を 命令 


*5/9 ロシア 第 2 次 世界 大 戦 の 対 独 戦勝 記念 日 。 ブ ー チ ン 氏 は モス クワ の 
軍事 パレ ー ド に あわ せ て 演説 し 、 侵 攻 を 正当 化 


ンド と スウ ェ ー デ ン が NATO に 加盟 申請 


・ 25 ロシア 議会 、 軍 の 志願 兵 の 年 齢 制限 を 撤廃 する 法案 を 可決 


20 


プ ナ ヤ 1 フチ ャ は 、 キ ー ウ 北西 約 25km の 都市 
3 g ブ チャ 


マリ ウ ポ ボリ アゾ フス ター リ 製 鉄 所 


と ba < つ 
用 


Fi ココ 1 as の 
eu ま 。, 。 TI 1 4 ーー 
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ャ ンジ シン ライ オブ 倶 の 呈 士 義人 、2 閉 人 大 、 
民間 人 - 約 1000 ス に 、 カ 美人 
ゃ 3B 下 6 記 まで ある と の 情報 や 
る 更 婦 HB 和 10 コテ キロ 


省 
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央 棚 
Wnt 
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NG 


日 むけ 各地 て 六 凡 nn 


NN 4 ・1945 年 5 月 9 日 

親 2 交 世界 大 戦時 に ド ュ 
・20 日 公 隣 の 動画 で は 琴 
| 桂 下 庁 人 年 に 革 講 謀 を 取 * 


支 き 5 朋 9 日 
ロシア - モス ウフ あの 広 ! 坦 
| 慎 事 パレード で て 洗 岳 


ウクライナ ヘル ソン 還 


ロシア 制圧 地域 の 各地 に 3 
靖 2 次 世界 大 戦 で 
尼 _ 連 か 掲げ た 出現 
= 行政 庁舎 に 戦勝 誠 を 取り 全 二 。。amessooserea 
去年 5 月 9 日 


6 。 ロシア ・ モ スク ワウ 赤 の 広場 
ノ 連 戦勝 | 恒 事 パレ ー ド で 掲揚 
ヘル ソン な どの 制圧 地 ーー 


掲げ られ た 
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ロン シア 兵士 母 の 会 (1 ロン ア 兵士 の 母 の 委員 会 連合 」) 


還 ロ 7 先 人 1] まもなく 


[ロシア 兵士 還 の 会 ] と は 


[ EEEETr 


の 。 で ルン 
親 了 肖 な どか ら の 依頼 を 受け 


本 凍 間 wi 計 表札 休 百 目 の データ ベー ス を 使っ て 
を 行方 不明 の 兵士 の 
まあ ま を あず 2 まり 品 6 店 天国 場所 を 突き 止め る 


な ど 


ロシア 人 な ら 誰 も が 却 る 団体 で 
『 そ キテ デュ ーー ュ ンー モ は 


NGO! 兵士 母 の 委員 会 」 


軍事 活動 者 派 証する の ( 避 科 法 だ 


4.19 BBC 


以下 は 特別 勤務 の ケー ス 


「 求 ム 兵 士 、 経 験 不問 」 ロ シア 求人 サイ ト で 志願 兵 募集 
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ロシア 軍 の 車体 の "z 


ロシア 軍 ”Z” の 意味 は ? 


Z の 意味 は 長らく < 謎 だ っ た 。 ロシア 軍 の 所 属 部 隊 を 示す の か 、 
勝利 の アイ コン な の か 、 諸説 ある 中 、 米 誌 ニ ュー ズ ウ ィ ー ク (4 
月 19 日 ) が 、「 ロ シア 国営 テレ ビ の ニュ ー ス 番組 が 真相 を 明 ら 
か に し た 」 と 報じ た 。 


5 月 9 日 に 予定 され る 第 2 次 大 戦 の 戦勝 記念 の 式典 で 、 
ロシア の ミグ 戦闘 機 の 編隊 が 、8 機 で 空 に Z の 文字 を 
描く 。 同誌 に に る と 、 そ れ は 数 字 の 「7」 と それ を 逆さ ま 
に し た も の を 組み 合わ せ た も の だ と いう 。 7 を 二 つ 合 
わせ て 77 で 、2022 年 に 迎え る 「 戦 勝 77 周 年 」 を 表す と 
いう 。 


ac > の 主 な 出来 事 


6 月 17 日 ロシア 軍 の 侵攻 後に 国外 に 逃れ 難民 と な っ た ウクライナ 市 民 
は 750 万 人 を 超え る 
23 日 EU は ウクライナ を 新規 加盟 候補 国 に 認定 (モル ド バ も ) 
ブラ ジル 、 ロ シア 、 イ ンド 、 中 国 、 南 アフ リカ の 新興 5 か 国 (BRICS) 
の 会 議 が オン ライ ン で 開催 、「 制 裁 に 反対 」 で 一 致 


・ 8 月 3 日 国連 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) は 、2 月 に ロシア が 侵攻 を 
始め た 後 、 ウ クラ イナ か ら 国 外 に 脱出 し た 人 が 1 千 万 人 を 超え た と 
発表 。 8/3 現 在 1032 万 人 。 出国 先 は 、 ポ ボー ラン ド 511 万 人 、 ロ シア 
195 万 人 、 ハ ン ガ リー109 万 人 、 ルーマニア 95 万 人 と 続く 


国際 移住 機関 (OM、 本 部 ジュ ネー ブ ) は 、 ウクライナ の 国内 避難 民 が 全 
人 口 の 159% に 相当 する ee64 万 人 に 上 る と 発表 。 60% が 避難 前 の 仕事 を 
失い 、99%6 が ロシア 侵攻 開始 後 全く 収入 が な いな ど 厳 し い 状況 に ある と し 
て いる (調査 は 、7/17 か ら 23 に か け て 実施 ) 


ウクライナ の 人 た ち は ど こ へ 層 難 し て いる の か 


周 400,.000 


画題 本 開 100.000 
mmmmmm = ら () OOO 


5.000 
ポー ラン ド 
「 ロシア 
他 の 欧州 諸国 


ー ーー 
の の デーー ニ ーーー 


スロ ヴァ キア 


ハン ガリ ー 


[ ルー マニ ア =- 
4 モル ド ヴ ァ 
2oOkm Google 


ココ | ] ロシア は 2014 年 に クリ ミア 併合 


出典 : 国連 難民 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) EE 【 ヨ 
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侵攻 開始 か ら 5 か 月 後 の 状 : 


ウクライナ 側 の ア 
主 な 被害 状況 。 ーー レレ 


jm クラ イー の 
o リ ピ ウ 全 カ 
子ども 346 人 547 人 革 民 . 刀 陸 民 
マリ ウ ポ リ の 多 者 数 の - ヘル ソン ず \ 


922000 人 598 万 8696 人 p700 ヵ 7 ) あ 衣 2 ピン 


攻撃 を 受け た 教育 施設 攻撃 を 受け た 文化 施設 
ウクライナ 政府 発表 ) ス 


施設 14 
216 施 設 は 完全 に 破壊 "うち 半数 近く が 宗教 施設 


米 シ ンク タン ク [ 戦 争 研 究 所 | き ジロ:> 一 \ た 
ポ シ ンク タン グ [ 隊 争 究 所 ea ロシア 軍 の 動き 用 ク ロシア 軍 が 一 時 支配 し て いた 地域 


イズ 研究 所 ] な どか ら を e ウクライナ 軍 の 動き ロシア 還 進 軍 エ リア 
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ラン ド の 難民 支援 の 状況 (AARjapan ょ り 2022.4.2) 
人 は 当 族 上 の 中 計 や 国 上 接 関 ま 


1 O ろ が ト で 
て も 会 が 抽 っ て いま 3 。 虹 体 的 に は 、 ボ ラン ティ ア の 
店 民 で の 生 た が 協力 する と いう 
S 次 提 SR 人 を 目 分 


ト 、】 ー 秋 . じ パ に 
8 民泊 と いう 話 も あり まし た が 、 の 他人 で ある 上 難 の 家族 を 


自宅 で 受け 入れ る 、 空い て いる 部 屋 に 住ま わせ る と い うこ と 
を 、 多 多く の ワル シャ ワ 市 民 が 行っ て いま す 。 政府 か ら 多少 助 


の だ け で な く 、 国 際 列 車 で ドイ ツ や オー スト リア な ど - 他 
国 に 向かう 入 も いま 9603 EU 域 内 の 各 


ポー ラン ド の 状況 (今西 遼 香 の 記事 ) 


・ ボー ラン ド 通 信 社 (PAP) は 、 ポ ボー ラン ド へ の 避難 民 は 
子供 と 女性 が 約 半 数 ずつ だ と 報道 (6 月 20 日 ) 

・ 家族 ・ 社 会 政策 省 は 、7 月 19 日 時 点 で 33 万 5.000 人 が 
ポー ラン ド で 就業 し た と 発表 し て いる 。 


・ ポー ラン ド 政 府 は これ まで ウクライナ 避難 民 に 対し て 
支援 法 を 施行 。 そ の 後 改 正 し て 支援 を 拡大 し て いる 。 
7 月 8 日 に は ウクライナ 避難 民 の さら な る 就業 を 促す た 
め 、 ボ ポーラ ンド で 仕事 を 探し て いる ウクライナ 避難 民 
の た め の 新 た な ボー タル サイ ト を 立ち 上 げた 。 

・ ボーラ ンド 政府 は 、 低い 失業 率 を 記録 し て いる ボー ラ 
2 中 坦 に ワク フイ 拓夫 氏 を あり 人 み た たい 
ズ だ 。 


国連 難民 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) に よる 、 
難民 調査 結果 ① 


・ 国連 難民 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) は 7 月 13 日 、 ウ 
クラ イナ 避難 民 の 大 多 数 は で きる だ け 早 く 帰国 する こ 
と を 望ん で いる が 、 約 3 分 の 2 は 戦争 が 終結 し 、 治安 状 
況 が 改善 され る まで 現在 の 受け 入れ 国 に と ど ま る と 想 
定 し て いる こと を 明らか に し た 。 


・ UNHCR が 5 月 中 旬 か ら 6 月 中 旬 に か け て 、 チ ェ コ 、 ハン 


ガリ ー、 モ ルド バ 、 ポ ボーラ ンド 、 ルー マニ ア 、 ス ロバ キア 
[に いる ウクライナ 避難 民 約 4, 500 人 を 対象 に 実施 し た 
調査 を まとめ た 報告 書 に よる も の で 、 避 難民 は 戦 争 中 
の た め 自 2 分 た ちの 将来 に 対す る 懸念 を 常に 抱い て お 
り 、 長期 的 な 計画 を 立て る こと が で き な い 状況 に ある こ 
と が 示さ れ て いる 。 


(続き ) 


・ 今回 の 調査 で は 、 回 答 者 の 7096 が 主 に 近親 者 を 伴っ て ウ ク ラ 


イナ を 離れ て お り 、 全体 の 9 割 が 女性 や 子供 だ っ た 。 また 、 回 
人 答 者 の 779% が 技術 ・ 有 職業 学校 、 も し く は 大 学 を 修了 し て お り 、 
ほとん どの 人 が サー ビス 関連 分 野 の 専門 的 な 職業 の 就業 経 
験 を 持っ て いる 。 


・ 659% の 回 答 者 は 現在 の 受け 入れ 国 に と ど ま る 予定 と し て お り 、 


99%6 は 今後 1 カ月 以内 に 他 の 受け 入れ 国 へ 移動 する 予定 で 、 
1696 が ウクライナ へ の 帰国 を 予定 し て いる と 回 答 し た 。 


・ ウクライナ へ の 帰国 を 予定 し て いる 人 の 6096 は いつ 帰国 する 


か 定か で な く 、 159% は 家族 訪問 や 物資 調達 、 避 難 の 支援 な ど 
の た め に 一 時 的 に 帰国 する 予定 だ と し た 。 


7/31 海 軍 の 日 ブー チン 演説 


・ ウクライナ 侵略 へ の 直 
接 的 な 言及 は な し 


・「 国 境 と ヒロ ン ア の 国益 
が ある 領域 」 と し て 、 黒 
海 、 バル ト 海 に 加え て 
日 本 の 北方 領土 周辺 

の 海域 を 挙げ 、「 あ ら ゆ 
TRI7 細 証 0 


